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　私は大学院を修了後に、医療・福祉系の派遣
会社に入社致しました。現在は特別養護老人ホー
ムに出向し、介護の現場で働いております。
　さて、介護というと心理学と関係ないのではな
いかと思われるのではないでしょうか。確かに業
務の面に関して、直接的に心理学の知識を使うこ
とは多くはありません。しかし、自分自身の精神面
のケアを始め、健康に仕事をするためのマネジメ
ントとして考えれば、心理学は介護にも非常に有
効に用いることができます。
　介護はとても奥深く、やりがいを感じることので
きる仕事です。ですが、その実情としては、決して
楽ではありません。世論としても、介護は３K（「キ
ツい」「汚い」「危険」（または「高離職率」「給料が
安い」等））と呼ばれることもあるように、なかなか
いいイメージは持たれていないと思われます。
　介護職の多く人がストレスに感じていることの
一つに、職場の人間関係が挙げられます。介護と
いう専門職は特殊です。高齢者ひとりひとりに個
性があるため、ケアとしての方向性はありますが、
ケアに唯一絶対の正解がないものです。そのた
め、時には個 の々主張がぶつかり合うことも少なく
ありません。そのような中、職員間で良好な関係
を築くために、上手く緩衝材となり、立ち振舞って
いくスキルが必要であるように思います。しかし、
そういった環境に上手く適応できず、ストレスを感
じ、溜め込みながら仕事をしている人も多いのが
現状です。
　もう一点挙げますと、施設の形態によっては業
務に追われ、高齢者の方と満足いくコミュニケー
ションをとることが難しい施設もあります。その
ため、自分の求めている介護の理想と、現実の
ギャップにうんざりし、それが大きなストレスとな
る場合もあります。
　また、仕事としての介護以外の側面から見ると、
在宅で家族を介護する場合も大きな負担がかか
ります。施設職員として介護に携わる場合は、自
分で選択したことです。しかし在宅で介護に当た

る場合必ずしもそうではありません。加えて相手
が大切な人であれば、投げ出すこともできません。
そのような環境の中、介護者への精神的負担か
ら、被介護者へ虐待が行われてしまうことも現実
として起きています。
　ここまで述べたように、介護に携わる人は少な
からずストレスを抱えています。介護という専門職
種の中で、施設職員や在宅介護者が健康に、より
生き生きと介護をできるようになれば良いと切に
願っています。そのために自分に何ができるのか
を考え、現在はまず自分の出来るところから、外
部研修を受けてセルフマネジメントの方法につい
て学び、同僚に情報をシェアしたり、会社において
メンタルヘルスに関する研修の実施準備を行った
りしています。
　社会が高齢化していくにつれ、介護の担い手も
必然的に増加していきます。したがって、介護者
の心の健康に対するニーズも今後ますます高まっ
ていくことが考えられます。健康心理士として、高
齢化社会に対してどのように貢献できるのかを考
え、その一助となるように日々仕事に励んでいま
す。

セントスタッフ株式会社
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▲	会社運営の自社施設での一面

▲	京都大学医学部付属病院の禁煙外来にて禁煙に有効な対処法を説明す
る様子
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新入会員の募集　─多くの方にお勧めください─

　日本健康心理学会は、現在約2,100名の会員で構成され、毎月さまざまな方から入会
のお申し込みをいただいております。本学会は、専門の研究者─心理学、医学、教育学、
社会福祉学、看護学、栄養学、体育学、公衆衛生学、生物学などの領域─はもちろん、
健康心理学、すなわち心と体の健康問題に関係のある仕事をしている方々でも入会でき
ます。企業や小中高校の先生方も入会しておられます。
　入会されますと、年次大会（年一回）、セミナー、研究集会への参加ができ、ニューズレ
ター「ヘルス・サイコロジスト」および学会機関誌「健康心理学研究」が送付されます。「健
康心理学研究」は電子版も閲覧できます。入会金3、000円、年会費7、000円です。
　入会ご希望の方には、左記ホームページへのアクセスをお勧めください。
【機関誌の原稿募集中】
 「健康心理学研究」の原稿（和文・英文）を随時募集しています。左記住所「日本健康心
理学会本部事務局機関誌編集委員会」担当・高橋尚子までご送付ください。
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　大会まで残すところ約２ヶ月となりました。私た
ち準備委員会も徐 に々気合いが高まっているとこ
ろです。さて会員の皆様におかれましては、今年
の大会への参加について、まだ悩まれている方も
多数いるかと存じます。この紙面上にてあらため
て参加のお願いを申し上げたいと思います。
　私たちは、これまで沖縄で開催されてきた学会
と比べ、できるだけ趣向を凝らしたものにするため
に、沖縄県の推進するMICE（Meeting・Incentive 
travel・Convention・Exhibition/Event）事業の活
用、ならびに我が国の代表的な研究機関ともい
える沖縄科学技術大学院大学（OIST）とのコラボ
レーションを通して健康心理学の更なる拡がりを
目指した大会にするべく準備をしてまいりました。
したがって、従来沖縄で開催される学会とは異な
り参加者の皆様には、交通の利便性のよい那覇
市等ではなく、沖縄を代表する本島西海岸のリ
ゾート地域へご足労いただくこととなりました。私
の個人的な意見ですが、潤沢な予算や一般的大
学との研究環境の違いなどOISTへの羨望を感じ
ることは言うまでもありませんが、私たち研究者の
想像力や豊かな感性を喚起させる必要条件は何
かについて考える上で、今大会会場は違う刺激を
受ける場になると考えています。
　これまでの学会とは違う雰囲気の中でエネル

ギッシュな意見交換をしていただく一方、日々の
疲れを解放し、リラックスする中から明日への英
気を養う学会にしていただければと願っています。
したがって、参加者の皆様には可能な限り準備委
員会が指定する「リザンシーパークホテル谷茶ベ
イ（OISTから最も近いリゾートホテル）」へご宿泊
いただければと考えております。大会期間が３連
休とも重なるため、航空券の予約等早めの手続き
をお願いいたします。また今大会では、空港⇔ホ
テル、ホテル⇔OISTについての無料バスの運行を
する予定です。詳しくは学会ホームページをご参
照ください。
　オークヌグスーヨー、ウチナーンカイ、イラシ
ティ、クィミソーレー（沖縄方言より：多くの会員の
皆様が沖縄へ来てくれること、心よりお待ちしてお
ります）。
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ぜひとも第27回沖縄大会へ


